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研究要旨  本邦におけるATGを使用しない、Single cordによる臍帯血移植においてKIRリ
ガンドのGVHD方向ミスは生存率や再発などの移植成績に大きな影響を与えていなかったが、
HVG方向ミスは生着に悪影響を与えていた。 
 
 
Ａ．研究目的 
 
  近年、NK細胞の抑制性受容体でありHLA 
class I分子をリガンドとするKIR (Kille
r cell immunoglobulin-like receptor)
と患者HLAの不適合が移植成績に及ぼす影
響について注目されている。しかし、その
影響については移植細胞源、移植前処置、
対象疾患などによって有効性が認められ
るという報告と反対に効果が認められな
いという報告が混在しているのが現状で
ある。 
本研究においては、我が国におけるKIRリ
ガンド不適合移植成績の現状を正確に把
握し、どのような条件下であればKIRリガ
ンド不適合移植が移植成績を向上させう
るかを明らかにすることを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 
 2001〜2010年に臍帯血移植を施行した全
年齢の患者で、HLA-A, B, C遺伝子型の判
明している症例でかつ完全寛解期に移植
されたALL(286例), AML(357例)を対象と
した。 
KIRリガンドとしてHLA-A, B, CのGVH方向、
HVG方向ミスの有無とOS, DFS, Relapse, 
NRM, aGVHD, 生着などとの相関を患者年
齢、性別、性不適合、PS、前処置(RIC/MA
C)などとともに解析した。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究は北大病院IRBの承認のもとに行
った。 
 
Ｃ．研究結果 
臍帯血移植においてKIRリガンドとしてHL
A-A, B, CのGVH方向ミスの有無とOS, DFS,
  Relapse, NRM, aGVHD, 生着などには有
意な相関は認められなかった。しかし、A
LLにおいては、HLA-A, B, CのHVG方向ミス

は生着を悪化させていた（HR 0.66, 95%C
I 0.47-0.91, p=0.013）。またAMLにおい
ては有意ではなかったが悪化する傾向に
あった（HR 0.78, 95%CI 0.59-1.08, p=0.
15）。 
 
D．考察 
臍帯血移植ではHLA不一致が多くその移植
成績とKIR適合度の関連が注目されており、
ヨーロッパのグループ(Willemze et al. 
Leukemia 23: 492, 2009)は80%の症例にA
TGを併用する完全寛解期AML, ALLにおけ
るKIRのGVH方向ミスマッチ移植が特にAML
の生存率を有意に改善することを報告し
ている。しかし、本邦において臍帯血移植
にATGすることはほとんどないためKIR GV
H方向ミスマッチ移植の有効性は認められ
ず、一方でHVG方向ミスでは臍帯血移植の
生着に関わる不安定性とあいまって、生着
を悪化させたものと推測された。 
 
Ｅ．結論 
本邦におけるATGを使用しない、Single c
ordによる臍帯血移植においてKIRリガン
ドのGVHD方向ミスは移植成績に影響を与
えないが、HVG方向ミスは生着に悪影響を
及ぼす可能性が示唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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